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近 況 報 告   
1999年2月23日、経済学研究科会議において私に関する博士学位審査報告が行われ、  



















＝●■●●●● IMFを中心とする国際資本移動自由化の推進派の理論的根拠は、稀少な資源である資   
●   ●  ●  ●  ●   ●  ●   ●  ●  ●  ●  ■  ●  ●  ●  
●  ●                                        ●  ●  ●  ●  ●  ●   ●  ●  ■  ●      ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●   ●  ●  ●  ● 本は、その収益率が低い国から高い国へ自由に移動することで、資本の国際的な最適配分  
が達成され卑という典型的な新古典派理論です。自由貿易が比較優位に基づいた特化を促  
●●●●●●   
進することで、世界の資源が最適配分されるという新古典派貿易理論と全くパラレルな論  
理です。日本における国際経済学の古典的な教科書の一つである小宮隆太郎・天野明弘『国  
際経済学』（岩波書店、1972）では、国際資本移動の理論は、次にように説明されています。   
「一定の諸仮定のもとでは『自由貿易を行った場合に一国の経済厚生の水準は最高になる』という命   
穿が成り立つことを証明したが、そこでは生産要素は国際的に移動しないものと仮定していた。国際   
間を資本が移動する場合に軋やはり一定の単純化の諸仮定のもとで、『自由貿易とともに、自由な   
資本移動を維持することによって、一国は最高の経済厚生の永準を達成することができる』という命   






し、日本でも衝撃的な影響を与えたことは皆さんもご存じの通りです。   
単著『ケインズと世界経済』でも、翻訳『IMFは資本勘定の交換性を推進すべきか？』  
でも、私もこの命題に挑戦しようとしています。しかし、いまなおエコノミストのはしく  
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